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会長挨拶

司会：山口辰哉君　指揮：岡　良森君

委員会報告

委員長　山口雅弘君

先日お尋ねいたしました、スリウォンロータリークラブ田辺

さまのお父様、介護の件ですが、多くの情報をメールやお

電話でいただき感謝申し上げます。ご実家のある袋井ロ

ータリークラブ伊藤さまにも役所へ足を運んでいただき、

ロータリアンの素晴らしさを実感致しました。田辺さまのお

母さまからも、皆様へくれぐれもよろしくお伝えくださいと、

感謝のお言葉をいただきましたので、ご報告させていた

だきます。

ありがとうございました。

国際奉仕委員会

今日の料理

　朋友ロータリアンの皆さん、私は若いころ、世

界中を旅したいと思っていました。しかし当時は、

旅を夢見ることしかできず、海外をはるか遠くの

世界のように感じていました。とはいえ、日本で

は誰もがそうするように、私も学校で英語を勉強

しました。最初の教科書の1ページ目に「This is 

a pen」と書かれていたことを今でも覚えていま

す。もう50年も前のことです。それから、世界は

大きく変わり、私はロータリーの会長として、か

つて夢見た以上に世界中を旅しています。 

　初めての場所を訪れると、初めての言葉、人々、

慣習に出合います。私は、行った先々でお目にか

かる方々から学ぼうと全力で努めています。お目

にかかる人から学べることがあるはずだと信じて

いるからです。このように考えると、ロータリー

の青少年交換プログラムの意味がより深く理解で

きると感じます。そして、青少年交換を通して、

ロータリーがいかに素晴らしい贈り物をしている

かがわかります。青少年交換は、数々の心を開か

せ、信頼や心の交流を築きます。また、国や背景

が異なる人々を一つにすることができます。 

　ロータリーの青少年交換プログラムは、40年以

上にわたって充実した活動を継続し、今日、第五

奉仕部門である「新世代奉仕」の一部となってい

ます。若者に力を注ぐことで、ロータリーの未来

と、より平和な世界を築くことができます。青少

年を支援することで、新たな世代にロータリーを

引き継ぐことができます。また、国境や文化の壁

を超えた理解の輪が広がります。私たちは支援の

手を差し伸べることの大切さを教え、ロータリー

の中核となる価値観を伝承することができるでし

ょう。このようにして、私たちは平和の構築を支

援しています。 

　青少年交換は、一つひとつの交換を通して国と

国との間の関係を育み、平和な世界を築くという

ロータリーの世界的使命の本質的な要素を担って

います。

ＲＩ会長のメッセージ

第8回理事役員会報告平成２５年５月１０日　１３時30分～１３時５０分�      

会議場　　ブケ東海三島�      

出席者　　 太田政人�　石井邦夫�　加藤正幸� 　

　　　　　　　兼子悦三　　山本良一� 山口雅弘

　　　　　　　根津延和� 　石井司人� 宮澤正昭

　　　　　　　土屋　巧　　小林　勝　　久保栄子

　　　　　　　渡邊照芳　　岡　良森　�

司会者�　　石井司人� 　記録者� 　加藤正幸

①卓話　　プログラム変更の件

　5/31　次年度会長　山本良一�   

　6/7　　新会員　兵藤　　　　　6/14加藤�   

②ハンドベル継続の件�  

　次年度25周年記念事業までは継続�      

③東ヶ崎潔記念募金の件�  

　前回通り見合わせ�      

④職業分類の件�  

　前回討議事項の形で進めていく�      

⑤桜の植樹記念碑の件�  

　復興支援先大槌町にて桜の木植樹に同調して記念碑設営、

　費用はメンバ-より募る�      

石井（邦）君、勝又君、杉山（順）君、鈴木（政）君、田中君、

仲原君、中本君、米山君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

３３/３８　　 　　　８６．８４%　　　　３５/３８　　 　　９２．１１%

２８/３６　　 　　　７７．７８%　　　　　　　　  　　　　　３９名

(＊出席免除会員の欠席者　兼子君、澤田君、渡邊君）

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

だいております。後程卓話でお話を頂きます。

　さて今日は仲原実圭さんの紹介をさせて頂きます。仲原

さんは１９６５年４月７日伊豆市修善寺町で生を享け、妹二

人の３人兄弟で生家は狩野川のほとりでおとり鮎の販売、

釣り人相手の民宿を営んでおり、農業も兼業していたため

幼少から高校卒業まで田・畑・茶畑、の手伝、小学生の時

には何故か新聞配達、そして祖父の趣味としか思えない

菩提寺の整備作業、おとり鮎のヤナ漁等々の手伝を良くし

ていた記憶があるそうです。中学生の頃はバレー部に入

部していたが祖父に百姓や菩提寺の作業に借り出されな

かなか解放されなく、高校は日大三島に入り勉強は嫌い

でなかったので比較的成績もよく、３年生になり進路を決め

るに日大の医学部にと思ったが父親に学費的に遠慮しろ

と言われ理工学部土木工学科へ進学しました。大学進学

と同時に祖父から解放され、お陰様で遊びに夢中になり２

年生終了時では取得単位数が規定の半分以下しかなく、

早々に担任より４年間での卒業は無理だと太鼓判を押さ

れたそうです。よく話を聞くとこの学部は４年間で卒業して

いる比率は３６パーセントと聞かされ、このままでは親父に

半殺しにされると思い、遊びを止め卒業に向けて勉強に

取り組み、なんとかギリギリに４年間で卒業出来、卒業後は

中堅のゼネコンに就職し、横浜の港北ニュータウンの造

成工事やベーブリッチ・横浜地下鉄建設工事等をへて千葉・

茨城・新潟の造成工事を転々と移動して歩いたそうです。

当時地方バブルの影響で受注が多く現場管理者の数が

足りなく、２５歳の時には西伊豆の堂ヶ島洋ランセンターに

配属され２０億の現場で所長と自分の２名体制で配置され

毎日２００数名からの作業員を指示する時期もあり、そんな

中２７歳で結婚。さあこれからと言う時に１９９６年バブルが

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

ゴルフ同好会

押田智子さん（会長のゲスト）

会員誕生日

幹事　米山晴敏君

　今晩は。今日は三島プラザ

ホテルで三島西ロータリークラ

ブの４５周年記念例会が行わ

れています、私も申し訳ありま

せんが途中退席をし、参列さ

せて頂きます。また先ほどＳＡ

Ａ委員長からご紹介がありまし

たみんなの笑顔おたまちゃん

食堂の押田代表においでいた

会員誕生日

委員会報告
クラブ戦略計画委員会

第1回クラブ戦略計画委員会を1月27日、18時30分より「呉

竹」で行います。会長、幹事、委員の皆さんには出席の程

よろしくお願いいたします。

年次総会　会長挨拶　　　　　　　　　　１１－９

　せせらぎ三島ロータリークラブ定款の第６条、第２節(年次

総会)で役員を選挙するための年次総会は、細則の定める

ところに従い、毎年１２月３１日までに開催されなければなら

ない。と定められていますので先週の例会後、指名委員会

を開催し次年度の理事・役員の候補者を選出いたしました

ので後程、指名委員会の委員長、兼子パスト会長から発

表していただきます。今日の年次総会で皆様のご審議、よ

ろしくお願いいたします。

　そして今年度、中本君、大庭君、藤川君、大村君の４名

もの新会員が増え皆様のご協力に心から感謝申し上げます。

また大槌町の教育委員長様から先日の図書券贈呈に対し

てお礼が届き。長泉町で行った東北震災パネル展に対し

ても、災害復興副大臣からお礼の手紙が届き大変評価さ

れています。中村委員長を中心としたＲＩロータリーの規定

の見直しに伴いせせらぎ三島ロータリークラブの定款など

の見直しの戦略委員会の立ち上げも出来、予算について

も理事会の承認が取れ委員の選出も終わり、進みだしまし

た。　　

皆様のご協力で着々と今年度のクラブ運営が進んでいます。

ありがとうございます。

入会おめでとう

大村　典央（のりお）君

生年月日：昭和５０年７月２５日　４１歳

職業分類：弁護士

代表事業所：新東京総合法律事務所

住所：東京都港区赤坂１－７－１９

　　　　キャピタル赤坂ビル４Ｆ

ＴＥＬ：０３－３５８４－２２１１

４月１０日　   杉山順一君

４月１６日　　　小林　勝君　

入会記念日

入会記念日

※紙面の都合で理事会報告は次号に掲載します

①本日はクラブ協議会です。規定審議会で改訂されまし

た箇所についてクラブ細則・内部規定を戦略委員会で何

度も検討して頂きました。中村委員長から説明をお願いし

ます。

幹事　米山晴敏君

幹事報告

弾けた後遺症で５９００億円もの負債を背負い会社更生

法で当時日本一の大型倒産をし、その時妹からはお兄ち

ゃんの会社って大きかったんだねと他人事のように感嘆さ

れたのがつい先日のようにも思えるが、その後７年間更生

会社に残っていたがかなり悲惨な７年間だったそうです。

その後御殿場の岳南建設に転職し４１歳の時に(株)フィー

ルズを設立し現在に至り不動産の建売企画等を行ない、

農繁期には田んぼそしてお茶摘み等々も頑張っていると

の事です。せせらぎ三島ロータリークラブには中山現会長

に誘われ、例会会場に食事におじゃまし会員名簿を拝見

した所、魅力的な大先輩の集りで、またロータリークラブ

にも興味を持ち是非仲間に入れてもらいたいと決断した

そうです。「お陰様で新しい方々との出会いもあり、いろい

ろ公私とも影響を受け感謝しています。そしてまだまだお

役に立てるような知識や行動力もない現在ですが、これ

からもよろしくお願いいたします。」との事でした。



ロータリー世界各地から

ＲＯＴＡＲＹ　ＷＯＲＬＤ

委員会報告

中村徹君

ビジター 窪田　明君（三島西ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

開催日平成29年3月3日金曜日　　　　ブケ東海三島

（出席義務者）　中山和雄・山口辰哉・鈴木政則・小林勝・石

井和郎・服部光弥・兵藤弘昭・内田憲一・宮澤正昭・米山晴

敏（特別出席者）　戦略委員会中村委員長・親睦委員会土

屋巧委員長

司会者　　米山晴敏　　書記・議事録署名人　宮澤正昭

１・プログラム変更について・・内田委員長

3月第5週小林さんの卓話を3月第2週の仲原さんと入れ替わり

ます。・承認

２・例会場移転の準備について・・SA委員会・・・山口委員長

4月7日より例会場がブケから呉竹に変更します。呉竹を使用

する3クラブとの器具、備品等共通使用及び使用認識の協議

が終了しました。これから会場の設備、備品の準備をＳＡ委員

会にお願いします。（今年度と次年度）3月31日の昼例会終了

後、ＳＡ委員会・親睦委員会を中心にしてブケから呉竹に引

っ越しを行います。一部備品はロータリー事務所に引越ししま

す。引越しの詳細と役割は両委員長と幹事で17日の例会後

に打ち合わせする。例会場移転で有する費用約１５万円は一

般会計から支出する。・・・承認

３・クラブ細則の改正にあたっての検討事項について・・戦略

委員会・・中村委員長

　　１・定款で取り上げている出席規定への例外、会員身　　　

　分に関する例外について

　　２・理事会の理事役員構成メンバーについて

　　３・役員の任務について　４・会合について（例会）　

　　５・入会金について　　　  

　　６・委員会について   

　　７・クラブの将来像と戦略計画についてのまとめ。

上記議題を戦略委員会で検討、協議します。・・承認

４・三島RC60周年出席について・・幹事　　

チャーターメンバー、理事、次年度、次々年度会長、幹事に

出席をお願いする、三島ＲＣから案内がきたら10名に配布しま

す。欠席者が出た場合は補充する。

５・春の家族会について・・土屋親睦委員長

3月26日（日曜日）バス旅行。満開の桜見物とスカイツリーの

見物をしながら隅田川の屋台船で天ぷらを食べましょう。クラ

ブ予算充当費150.000円を承認する

参加費は大人12.000円子供5.000円で来週から募集します。

６・青少年交換委員会承認について・・幹事

ＮＰＯ法人国際ロータリー日本青少年交換委員会が多地区

合同奉仕活動であることを承認するか、しないか、棄権か・・・・

当クラブは承認する。

７・地区協議会について・・・宮澤次年度幹事

4月2日2620地区、地区協議会参加義務者（出席者）1人×

3.000円支出｡･･･承認

第９回理事役員会報告

幹事　石井司人君幹事挨拶

ＳＡＡ委員会

委員長　片野誠一君出席委員会

設立の趣旨

親だけで子どもを育てる責務を負う中で生じる孤立や疲

弊も、地域の人とつながりながら子育てを行うという仕組

みや場をつくることにより、心理的な負担が和らぎ、子ども

の状態が改善するケースがあります。

困窮家庭やひとり親家庭に安く・おいしく・楽しく食事がで

きる機会を届けることはもちろん、共働き家庭で孤食にな

りがちな子どもや家庭に居づらさを感じている子どもなど、

必要としている人が気軽に訪れることができる場を作るこ

とで、更なる孤立化や事態の深刻化の予防、地域の中で

居場所作りに寄与できると考え、「みんなのえがお　おたま

ちゃん食堂」の設立を検討するに至りました。

対象者を限定せずに集える場とすることで子どもが親以

外に頼れる大人と出会える場、多様な価値観に触れる事

ができる場になるなど大人を通して社会とつながる場にも

なる可能性もあるのではないかと思われます。

今の時代の食生活の乱れを少しでも改善できる場として、

「みんなのえがお　おたまちゃん食堂」を設立します。

みんなのみしまこども食堂

目的

共働きの世帯が増え、子どもだけで夕飯を食べる機会も

昔に比べ増加していると感じています。孤食という社会問

題に対して、みんなで楽しく食べる「子ども食堂」を開設す

ることで孤食の解消と、家事と育児に追われるママの憩い

の場を提供し、子育てしやすい環境を整える。

子ども食堂開設に向けて

フェイスブックページを作成し、寄付や食材の提供、お手

伝いしてくれる方を募集。

家庭菜園の野菜など、寄付をたくさんいただきました。

子ども食堂ネットワークに加盟＆チラシ配布

メンバーで手分けして近隣の保育園や学校など様々なと

ころにチラシを配布しました。

子ども食堂開設

カフェ＆スペースほとり　にて

「みんなのみしま　こども食堂」が誕生。当日はテレビや新

聞など多くの取材を受けましたが、何よりも溢れるばかりの

子ども達が来てくれました。

うれしい声と悲しい現実

・多くの子どもたちが参加してくれた

・ママからもほっとできる、家事を休めて気分転換ができた

・心無いメールがくる

・子ども食堂＝貧困対策と思われ、こんな事やっても意味

がないなど、一方的な思い込み

・法的な位置づけがあいまい

今後の展開

名前を「みんなの笑顔　おたまちゃん食堂」に変更

飲食店をお借りして、定例的に実施

　第１水曜日　結びやキッチン（三島市中央町）

　第３月曜日　マリオパスタ（三島市南本町）

　＊上記以外にも開催予定
委員長　米山晴敏君広報委員会

「　明るく楽しいロータリー　」

今日の料理

                 　　　　　鈴木真知子君

卓話

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

米山晴敏君

委員長　土屋巧君

１１月６日　田中錦城君

11月10日　岡　良森君

１０月３日　内田憲一君

会員誕生日

入会記念日

クラブ戦略委員会の創設と始動について

※スマイルボックスは次号に掲載します。

国際奉仕委員会

委員長　兵藤弘昭君

押田智子さん

２月27日　 小林　勝君

１月５日　　山本良一君

会員誕生日

入会記念日

マイロータリーについて

大庭靖貴君：先週、誕生日のコメントで42才と言いました

が、43才でした。ビックリしました。

篠木喜世君：新学期が始まりました。スマイルします。

Ｄテーブル：先日のＤテーブル会での残金をスマイルしま

す。

スマイルボックス

次年度会長　山口辰哉君

〇タイに行けたこと

　ロータリアンと実感できた

〇つながりができた

　（いろいろな職業の方と・若い経営者と）

〇屋形船に初めて乗れること

Ａテーブル　

今日の料理


